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１．人口推移 

 

 

 

 

２．要介護（要支援）認定者数、要介護（要支援）認定率の推移 
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（出典）2000年～2015年まで:総務省「国勢調査」

2020年以降:国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」
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（出典）平成23年度から平成29年度:厚生労働省「介護保険事業状況報告（年報）」、平成30年度から令和元年度:「介護保険事業状況報告（3月月

報）」

青森県内 19番目 40保険者
全国 506番目 1,565保険者

青森県内 17番目 40保険者
全国 310番目 1,512保険者

青森県内 9番目 40保険者
全国 134番目 1,512保険者

つがる市の高齢化率の降順
（2015年10月時点）

（2025年の推計値）

（2040年の推計値）

青森県内 10番目 40保険者
全国 439番目 1,571保険者

（平成 2年 3月末時点）
つがる市の認定率の降順

2020年以降高齢者人口は、減少しますが、高齢化率は上昇し続け、15年後（2035年）には 50％以上との推計結
果です。 

７期になって H30に認定率は一旦減少しましたが、H31,R２と近年認定率が上昇を続けています。 

介護給付費・認定率等に関する現状把握資料 
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３．介護費用額の推移 

 

 

 

 

４．保険料額の推移 
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（出典）【費用額】平成23年度から平成29年度:厚生労働省「介護保険事業状況報告（年報）」、平成30年度:「介護保険事業状況報告（月報）」の12か月累計、令和元年度:直近月までの「介護保険事

業状況報告（月報）」の累計（※補足給付は費用額に含まれていない）

【第1号被保険者1人あたり費用額】「介護保険事業状況報告（年報）」（または直近月までの月報累計）における費用額を「介護保険事業状況

報告月報）」における第1号被保険者数の各月累計で除して算出
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必要保険料額（居住系サービス）

必要保険料額（在宅サービス）

保険料基準額

（出典）【必要保険料額】平成24年度から平成29年度:厚生労働省「介護保険事業状況報告（年報）」、平成30年度:「介護保険事業状況報告（月報）」の１２か月累計および介護保険事業計

画に係る保険者からの報告値、令和元年度:直近月までの「介護保険事業状況報告（月報）」の累計および介護保険事業計画に係る保険者からの報告値

【保険料基準額】介護保険事業計画に係る保険者からの報告値

青森県内 7番目 40保険者
全国 74番目 1,570保険者

（平成 2年 1月末時点）
つがる市の必要保険料額の降順

５期～７期にわたって保険料基準額（折れ線）、必要保険料額（棒グラフ）とも上昇していますが、全期間を通し

て、保険料基準額の範囲内に必要保険料が収まっています（H30以降は 12か月分のデータが揃っていない）。 
※棒グラフが折れ線を越えると赤字の状態。 

介護費用額（棒グラフ）、第１号被保険者１人あたりの費用額はどちらも増加傾向です。Ｒ１の第１号被保険者１

人あたりの費用額の急激な上昇は、高齢者人口伸びていないことが原因として考えられます。（（H30以降は 12か
月分のデータが揃っていない）。 
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５．認定率（要介護度別） 

 

 

６．重度認定率と軽度認定率の分布 
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（出典）厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（平成30,令和元年度のみ「介護保険事業状況報告」月報）
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（出典）厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（平成30年度のみ「介護保険事業状況報告」月報）および総務省「住民基本台帳人口・世帯数」
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「グラフ．２」で認定率＝19.6 となっていましたが、近隣市町との比較でも高い認定
率となっています。 

認定率を軽度（要支援除く）、重度で分けて比較す

ると、軽度の割合が高い傾向にあります。 
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７．前期・後期高齢者割合 

 

 

８．第１号被保険者１人あたりの保険給付月額・第１号保険料月額・必要保険料月額 
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（時点）平成29年(2017年),平成30年(2018年),令和元年(2019年)

（出典）厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（平成30,令和元年度のみ「介護保険事業状況報告」月報）および介護保険事業計画報告値

Hxx/Mと表示されている年度は、M月サービス提供分までの数値を用いて、当該年度の指標値を算出しています。

後期高齢者の割合は近隣市町と同程度です。

認定率の高い年齢層なので今後の認定率上昇

につながる可能性が高くなります。 

後期高齢者の割合は近隣市町と同程度です。

認定率の高い年齢層なので今後の認定率上昇

につながる可能性が高くなります。 

左から H29 年度（６期）、H30 年
度（７期）、R1年度（７期）です。
R1年度には、必要保険料（緑線）
が、第 1 号保険料（青線）を上回
っており、保険料が不足している
状況です。 
五所川原市は、各年度とも余裕が
あります。 

R1 年度の１人あたりの保険給付月額を見る
と 25,000 円を超えているのは、つがる市、
中泊町、鶴田町、鰺ヶ沢町、深浦町です。 
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９．第１号被保険者１人あたりの給付月額（在宅サービス・施設および居住系サービス） 

 
 

10．受給者１人あたり給付月額（訪問介護） 
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（出典）「介護保険総合データベース」および総務省「住民基本台帳人口・世帯数」
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（時点）令和元年(2019年)
（出典）厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（平成30,令和元年度のみ「介護保険事業状況報告」月報）
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給付費の内訳では、施設および居住系サービスの金額が大
きく、在宅系サービスの金額が少なくなっています。「グラ
フ．８」で給付額が大きくなっていた市町は、施設及び居
住系サービスの金額が大きい市町と同じです。 

「グラフ．９」で在宅系サービスの金額が大
きかった市は、訪問介護の受給者１人あたり
給付月額が大きい傾向となっています。 


